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オープンコンテント方式にもとづく大規模仮想都市構築システムの開発 

 中 西 英 之 大阪大学大学院工学研究科准教授 

1 はじめに 

1-1 研究背景 
近年，エンドユーザによって生成されるメディア，ユーザ生成コンテンツ(UGC; User-generated content)

の利用者が急増しており，UGC が欠かすことのできない存在になったといっても過言ではない[13]．たとえ

一人ひとりがつくるコンテンツが小さなものであっても，それらが集まれば，時に専門家たちがつくるコン

テンツをも凌駕する[5]．このことにより，多数のユーザの「創造的な活動」を収集できるようなユーザ生成

型システムの設計が重要であると考えられる． 

複数ユーザの創造的な活動を収集している既存の UGC システムのひとつに，Wikipedia が挙げられる[3]．

Wikipedia ではコラボレーション支援機能として，共同編集の機能，関連記事を繋ぐ機能，情報交換を行う

機能をもつ．これらの機能により，Wikipedia は膨大なコンテンツを収集している[3,5]．一方，地理情報に

依存する UGC を扱った地理的 UGC システムでは，共同作業に有効なコラボレーション支援機能が未だ明らか

にされておらず，膨大なコンテンツを収集できているものはほとんどない[1,2,7]． 

そこで本研究では，実際に地理的 UGC システムを用いて，ユーザ間のコラボレーションを分析することに

よりコンテンツの収集に有効な手法の評価を行う． 

1-2 地理的 UGC の課題 
本研究では，ユーザが投稿するコンテンツに位置情報が付加されたものを地理的コンテンツとし，それら

が集まった UGC を地理的 UGC とする．コンテンツに位置情報を付加するには，GPS センサなどの特殊な機材，

もしくは地図アプリケーションが必要とされる．そのため，地理的コンテンツの投稿は一般ユーザにとって

敷居が高い．また垂水ら[11]によると，地理的コンテンツにおいて，GPS による水平位置誤差の大きさ[10]

が問題となる場合もあることが報告されている． 地理的 UGC システムを用いた実験を行なうには，これらの

課題を解決する必要がある． 

2 関連研究 

Wikipedia におけるコラボレーション支援機能は，地理的 UGC システムでは以下の 2 機能に相当すると思

われる． 

1. コンテンツの生成状況を確認できる機能 

2. コンテンツを埋めていくことができる機能 

近年，様々な地理的 UGC システムが注目を集めているが，そのひとつに，緯度，経度の両方が度単位の整

数値で表される場所についての説明と，そこから見える景色の写真を収集し，それらの情報を地図上からの

リンクで閲覧できるシステムが挙げられる[14]．このシステムでは，撮影された場所に印がつくという機能

が実装されており，他のユーザが埋めた印を見て，埋まっていない場所を埋めようとするコラボレーション

が起こる．このような機能は，コンテンツとして未完な部分を協働により補うことができるため，地理的 UGC

における共同編集機能であると考えられる．一方で，このシステムはコンテンツを投稿するために高精度 GPS

レシーバを必要とするため，一般ユーザにとって敷居が高く，膨大なコンテンツの収集が困難であると考え

られる． 

また，写真共有サイト上の写真を収集し，画像処理によりそれらの写真の重複領域から各写真の立体的な

位置を算出し，都市の景観を生成するシステムが存在する [9]．このシステムでは３D 仮想空間の中で，写

真と写真の間を継ぎ目なく移動しながら閲覧することができる．この写真を繋ぐ機能は，関連コンテンツを

繋ぐという意味で，Wikipedia の関連記事を繋ぐ機能に類似しているが，自由にコンテンツ同士を繋げない

という意味で Wikipedia の関連記事を繋ぐ機能とは質的に異なる．一方で，地理的コンテンツにおける関連

コンテンツを繋ぐ機能は，コンテンツを配置すべき箇所が他のコンテンツの周辺箇所に限定されるため，コ

ンテンツを埋めていく機能の一種であると考えられる．一方で，このシステムは共有サイトから収集した写
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真によりコンテンツを生成するため，多数のユーザの共同作業によりコンテンツを増やしていくというコラ

ボレーションが困難である． 

他にも，Panoramio のように，ユーザが投稿した写真を地図上に貼り付けた「写真地図」を生成するシス

テムがあり[16]，このような写真地図は多くの地図サービスで提供されている[6,12]．Panoramio では，ウ

ェブサイト上の地図でコンテンツの生成状況を確認できる．このような機能は，それぞれのコンテンツがど

こでつくられたのか確認できるため，地理的 UGC におけるユーザ間の情報交換機能であると考えられる．一

方で，これらのシステムは地理的 UGC におけるコンテンツを埋めていくことができる機能を持たない． 

3 QyoroView の設計 

一般ユーザのコラボレーションを分析する実験を行うためには，「コンテンツの生成状況を確認できる機

能」「コンテンツを埋めていくことができる機能」を実装した地理的 UGC システムが有効だと考えられる．し

かし，既存の地理的 UGC システムでこれら両方の機能を実装しているものはない．そこで，本研究では地理

的 UGC の課題を解決しつつ，上述した 2つの機能を持つ地理的 UGC システムとして，QyoroView を開発した．

QyoroView に実装した機能について，また QyoroView がどのように写真を収集し，街並画像を生成するか，

以下に記す． 

3-1 QyoroView に実装した機能 
（１）地理的 UGC の課題について 

2007 年 4 月以降，第 3世代携帯電話には原則 GPS センサが搭載されている[18]．つまり，普及が進んでい

る GPS 携帯電話であれば，投稿に至るまでの敷居を低くできると考えられる．また，GPS 携帯電話に標準搭

載されている位置修正アプリケーションでユーザが位置情報を修正し，投稿された位置情報をベクトル地図

で補正すれば，水平位置誤差精度を改善することができる．QyoroView では地理的 UGC の課題を解決するた

め，これらの機能を実装した． 

（２）コンテンツを埋めていくことができる機能 
本研究では，街の道路沿いに撮影された動画や写真から生成される，都市の景観を写したパノラマ画像

[4,8,9,15,17]を街並画像と定義する．街並画像はコンテンツである写真を繋ぐことにより生成され，地図上

の配置箇所も元々の都市景観に対応する場所に限定される．この街並画像は，GPS カメラ付き携帯電話の位

置修正アプリケーションとベクトル地図を用い，後述する撮影手法とアルゴリズムを使用することで生成可

能である．このように，QyoroView ではコンテンツを埋めていくことが出来る機能として，街並画像を生成

し，地図上に貼り付ける機能を実装した． 

（３）コンテンツの生成状況を確認できる機能 
地理的 UGC システムの中には，ウェブサイト上の地図でコンテンツの生成状況を確認できる機能が実装さ

れているものがある．本システムでも，コンテンツの生成状況を確認できる機能として， ウェブサイト上の

地図で街並画像を閲覧できる機能を実装した． 

3-2 携帯電話による写真の収集 
GPS 携帯電話で写真を投稿する方法を図１に示す．まず，GPS で現在位置情報を取得すると，携帯電話に周

辺地図とユーザの現在位置を示すアイコンが表示される(ステップ 1)．次に，道路の反対側にある建物の位

置にこのアイコンを動かす(ステップ 2)．その後，その建物の写真を撮影する(ステップ 3)．それから，道路

沿いに平行に移動し(ステップ 4)，2 枚目の写真を撮影する(ステップ 5)．以降，同様に 3枚目，4枚目，も

しくはそれ以上の写真を撮影し，連続して行った最後の撮影終了時だけ，最初と同じように道路の反対側の

建物の位置にアイコンを移動させ，位置情報を修正する．最終的に，等間隔に撮影された複数枚の写真と，

撮影開始地点，撮影終了地点の位置情報をサーバに送信する．なお，本システムでは複数写真の間隔を歩数

によって定め，等間隔な撮影を行うことを推奨している． 

3-3 街並画像の生成 
サーバに送信された複数の写真のうち，開始位置と終了位置の間にある写真の位置座標は線形補間法によ

って算出され，全ての写真に別々の位置情報が付加される．このとき，これらの位置情報は若干の誤差を含

む．これは，ユーザが手動で修正したことによる誤差，また線形補間をしたために道路の曲線部が考慮され

ていないことによる誤差である．加えて，これらの写真には配置すべき方向の情報が付加されていない．図

2 にベクトル地図を用いた位置補正と方向決定の手法を示す．なお，このベクトル地図とは道路の境界線ベ

クトルと中央線ベクトルで構成されるものである． 

（１）位置座標補正 
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まず，各写真に設定された位置座標から最も近い道路境界線ベクトルを探索する(図 2 のステップ 1)．次

に，その座標から最も近い道路境界線ベクトルに垂線を降ろした足の位置を，街並画像配置位置として登録

する(ステップ 2)． 

（２）配置方向算出 
補正された配置位置に最も近い道路中央線ベクトルをベクトル地図データから探索する(ステップ 3)．最

後に，その配置位置からその道路中央線ベクトルに降ろした垂線の方角を街並画像配置方向として設定する

(ステップ 4)． 

図 3に QyoroView のクライアントサイドシステムを示す．本システムでは，ウェブサイト上の地図で街並

画像を閲覧できる．また，地図のスクロール，拡大縮小機能の他，街並画像を見易い方向から閲覧するため

の地図回転機能を保持している． 

3-4 既存システムとの比較 
街並画像を生成できるシステムとして，Google Maps Street View が挙げられる[15]．Google Maps Street 

View では，車に搭載した全方位カメラと高精度 GPS センサを使って街並画像を生成しており，生成された街

並画像はウェブ上で閲覧することが出来る．この手法は，短時間で膨大なコンテンツを収集できるが，特殊

な機材を必要とするために，一般ユーザが撮影に至るまでの敷居が高い．QyoroView では，特殊な機材を必

要とせず，一般ユーザの持つ GPS カメラ付き携帯電話とベクトル地図によって街並画像を生成できるため，

撮影に至るまでの敷居が低い．このため，季節によって異なる街並の景観，祭り等のイベントで装飾された

街並など，ユーザの創造的な活動を反映した街並画像の生成が可能であると考えられる． 

図 1 撮影方法 
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このように，QyoroView は GPS カメラ付き携帯電話とベクトル地図により，エンドユーザが気軽に街並画

像を生成できるという点で優位性を持つ． 

図 2 位置方向算出モジュール 
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4 実験 1 

本研究では QyoroView の利用実験を行い，ユーザ間のコラボレーションを分析することで「地理的 UGC の

収集に有効な手法は何か？」という問題を検討する． 

4-1 被験者 
実験には 8名の大学生(男性 4名，女性 4名)が被験者として参加した．以下，各被験者を Aから Hの記号

で呼称する．図 4左上に大阪大学豊中キャンパス，吹田キャンパスの位置を示す．被験者 A,B,F,G,H は豊中

キャンパス周辺，被験者 C,D,E は吹田キャンパス周辺在住であった． 

4-2 タスク 
実験は 2段階に分けて行い，被験者は図 4に示す環状の道路沿いに街並画像を生成した．第 1フェーズで

は 2 つのキャンパスを結ぶ北側の国道のみ(全長約 5.5km)を撮影エリアに指定し (図 4 左上の地図参照)，

2007 年 7 月 23 日から 7月 27 日まで行った．第 2フェーズでは環状の道路全て(全長約 32km)を撮影エリアと

して指定し (図 4 左上の地図参照)，2007 年 7 月 27 日から 8 月 30 日まで行った．なお，写真を一枚投稿す

るごとに，固定された報酬を被験者に与えた．この際，他の被験者が既に撮影を行った場所で重複して撮影

を行うと，その写真に関しては報酬を与えないという制限を設けた．また，撮影のための交通費，通信費も

それぞれ報酬に加えた． 

7/27 0:00 8/3 23:59 

8/17 23:59 8/30 23:59

916 枚 2509 枚

3585 枚 4446 枚

第 1フェーズ 

第 2フェーズ 

豊中キャンパス 

吹田キャンパス 

図 4 生成された街並画像地図 
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4-3 データ収集 
被験者同士のリアルタイムなコラボレーションを分析するため，メーリングリストを用意し，メッセージ

のやりとりをログとして記録した． 

その他，3回のアンケート調査を実施した．1回目のアンケートは 8月 3日に実施し，第 2フェーズで撮影

頻度が低下した理由を調べた．2回目のアンケートは，8月 17 日に実施し，実験に対する意見や感想を求め

た．3回目のアンケートは 8月 30 日に実施し，QyoroView の改善方法を調査した． 

4-4 結果 
前述のデータログの分析結果について以下に記す． 

4-4-1 システムログ 
図 5に被験者による累積撮影枚数の変化を示す．図より，第 2フェーズよりも第 1フェーズの方がより頻

繁に撮影が行われたことが分かる．また， 7 月 27 日，8月 3日，17 日，30 日の時点で生成されていた街並

画像と投稿された写真の枚数を図 4に示す．  

4-4-2 メッセージログ 
第 2フェーズ開始の 7月 27 日に，メーリングリストでやり取りされたメッセージのログを以下に示す． 

メッセージ 1(午前 9時 37 分被験者 Gが送信) 

「今から国道 176 号線沿いを阪大坂下交差点から南下しようと思います．東側を撮影します．撮っている

人いらっしゃったら連絡下さい．」 

メッセージ 2(午前 9時 40 分被験者 Fが送信) 

「阪急豊中駅～豊中市役所あたり今から撮ります．時間あったらもうちょっと南も行きます！」 

メッセージ 3(午前 11 時 9分被験者 Hが送信) 

「今から国道 479 号線の江坂駅～国道 176 号線との交差点間を撮りに行きます！今日も暑いけど，頑張り

ましょう．」 

これらのメッセージより，メーリングリストはこれから撮影する場所を通知するために使用されたことが

分かる．このやり取りについて，撮影する場所をどのように決めたのか実験後にインタビューを行った．そ

の結果，これから撮影する予定箇所を通知することが，他の被験者の行動を制御し，重複を避けるのに有効

だったことが分かった．被験者 Fは前日から国道 176 号線の阪大阪下交差点付近で撮影を行う予定であった

が，当日朝にメッセージ 1を受け取り，もっと南の撮影エリアに変更した．被験者 Hは，自宅から近い場所

を被験者 Gと Fが撮影していることをメッセージ 1と 2から知り，自宅から遠方にある南方の国道 176 号線

と国道 479 号線の交差点付近で撮影を行なった． 

このように，メーリングリストはこれから撮影する予定箇所を報告する手段として使われた． 

図 5 累積撮影枚数の変化 
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4-4-3 アンケートの結果 
アンケートを分析した結果，地理的コンテンツの収集に有効と思われるいくつかの機能が浮かび上がった．

それらの機能について，システムログ及びメッセージログの分析結果を踏まえた上で以下に述べる．なお，

アンケートで質問した項目を表 1に示す． 

(1) 重複回避 

被験者 Aに行った 2回目のアンケート(番号 2)にて得た回答 

「ML があったお蔭で，みんながどこを撮影しているのかが分かり便利でした．」 

被験者 Dに行った 3回目のアンケート(番号 3)にて得た回答 

「ML のシステムはよかったと思います．自分の撮る範囲を ML で流すことによって撮影箇所が被るという

事態を防ぐことができるようになりました．」 

メッセージログにより，メーリングリストが被験者同士の撮影箇所の重複回避に役立ったことが分かった

が，これらの回答からも協調行動での重複回避の機能がコンテンツの収集に有効であったことが確認できる． 

(2) 競争心 

被験者 Hに行った 1回目のアンケート(番号 1)にて得た回答 

「第 1フェーズでは，早く撮影しないと自分が撮影する場所がなくなってしまうと思って焦りました．」 

被験者 Bに行った 3回目のアンケート(番号 5)にて得た回答 

「撮影枚数に応じて，例えば仮想世界での地位が上がるとか，何かゲーム的な要素を絡めるといいと思い

ます．」 

これらの回答とシステムログから，被験者同士の競争心を刺激する機能が，コンテンツの生成を促進させ

る可能性を持つことが分かった． 

(3) モチベーション 

被験者 Aに行った 2回目のアンケート(番号 2)にて得た回答 

「ML で，「今日，ここを撮ります．」っていうメールが来ると，自分も頑張らないと，という励みになりま

した．ですので，ML は良かったと思います．」 

被験者 Eに行った 3回目のアンケート(番号 4)にて得た回答 

「毎週，誰がどのくらい撮影したか ML で流してくれたら，それがやる気に繋がる．」 

これらの回答から，他の被験者の撮影の状況を知らせれば，撮影を行おうというモチベーションの向上に

効果があったことが分かった． 

(4) シチュエーション 

被験者 Aに行った 1回目のアンケート(番号 1)にて得た回答 

「第 1フェーズでは車無しの写真を撮りやすかったが，第 2フェーズの撮影エリアでは交通量が多く，車

無しの写真がとりにくい．朝早く取れば人がいないので恥ずかしさを感じないし，車も少ないうえ，涼しか

った．」 

被験者 Gに行った 3回目のアンケート(番号 6)にて得た回答 

「建物の影ができるような場所は周りより涼しくて撮影しやすかった．」 

これらの回答は，撮影に適した時間帯，適した状況，適した場所の情報を共有することにより，撮影を妨

げる要因を軽減する可能性があることを示している． 

4-4-4 議論 

表 1 質問項目(抜粋) 

番号 質問 

1 第 2 フェーズで撮影枚数が減りましたがそれはなぜですか？ 

2 QyoroView に関して意見，感想等お答えください． 

3 どういう仕組みがあれば他の人と協力しやすくなりますか？ 

4 どういう仕組みがあればより楽に撮影できると思いますか？ 

5 どういう条件，仕組みがあれば一般ユーザがボランティアで撮影してくれると思いますか？ 

6 気軽に撮影できる場所はどのような場所ですか？ 

 

684



 

第 2 フェーズより第 1 フェーズの方がより頻繁に撮影が行われたことについて，8 月 3 日に電話でインタ

ビューを行った．インタビューによると「夏で暑いから撮る気がそがれる」といった，気候が原因で撮影量

が減少したという意見が多数を占めた．図 5において実験期間の後半は被験者 B以外が撮影に消極的であっ

たのは，この夏の暑さが原因ではないかと考えられる．これを解決する手段として，アンケート結果のシチ

ュエーションの項で述べたような，撮影に適した状況を共有する手段が有効であると考えられる． 

他にも，「第 1フェーズでは早く撮らないと自分が撮る分がなくなるという焦りがあったが，第 2フェーズ

はエリアが広いので，焦る感覚がない．今撮らなくても撮影するエリアはそんな減らないと思う．」という意

見が得られた．これは，重複箇所には報酬が支払われないと設定されたことと，実験当初，被験者に第 2フ

ェーズの存在を知らせていなかったことから，「他の被験者が撮り尽くす前に自分も撮影したい」という焦り

が生じたのだと考えられる．一方，第 2フェーズでは他の被験者が撮り尽くすまで時間がかかると予測した

ため焦りを感じず，第 1フェーズのようなモチベーションが沸かなかったのではないかと考えられる． 

これらの結果から 2 つのことが確認された．1 つは，気温など屋外の環境により，撮影が阻害される可能

性があることである．もう 1つは，撮影エリアの広さによって他の被験者との競争意識が変化したことであ

る． 

5 実験 2 

実験 1では，メーリングリストを用いたことにより，被験者へのアンケートではメーリングリストについ

ての評価が多く見られ，開発したシステムへの評価が少なく，地理的 UGC システムに適合するよう実装した

機能がどのように作用したかが不明瞭であった．そこで，メーリングリストを用いない追加実験を行い，実

装した機能がどのように作用したか分析を行った． 

5-1 被験者 
実験には 20 名の大学生(男性 19 名，女性 1名)が被験者として参加した．なお，被験者は全て図 4左上に

示した大阪大学豊中キャンパス，吹田キャンパスに通学する学生である． 

5-2 タスク 
メーリングリストは，リアルタイムに近傍で撮影を行う参加者がいる場合，その場でコンテンツの生成状

況を確認するのに役立ったが，そのような参加者がいない場合，撮影前にウェブ上で街並画像を確認すれば，

同じようにコンテンツの生成状況を確認できると考えられる．そこで，ウェブ上で街並画像を確認してから

撮影を行なえるように，各被験者の撮影時間を分けて指定し，撮影時間が重複しないよう条件を設定して実

験を行なった．実験は 2008 年 5 月初旬から 6月中旬にかけて，1回の日程を 3日間として行なった．被験者

は初日の午前に実験説明を受け，初日の午後，2日目の午前と午後，3日目の午前に各 1時間の撮影を行ない，

3 日目の午後にアンケートとインタビューを受けた．被験者には，同じ日程で撮影を行う被験者が他にも数

名いると伝えたが，実際には実験実施者が過去に撮影した写真の中から他の被験者の撮影分に相当するもの

をアップロードした．地図上の街並画像は，被験者ごとに未投稿の状態へと初期化してから実験を始めた．

被験者のうち 8名は実験 1の第 1フェーズで指定した狭いエリアで，残り 12 名は第 2フェーズで指定した広

いエリアで撮影を行なった(以降エリア(狭)，エリア(広)と省略) ．また，実験 1日目の夜，2日目の正午と

夜，3 日目の昼に全員の達成度をメールで報告した．被験者へは，撮影量に応じた報酬を与え，他の被験者

が既に撮影を行った場所で重複して撮影を行うと，その写真に関しては報酬を与えないという制限を設けた． 

5-3 結果 
5-3-1 開発システムの評価 

GPS 携帯電話で街並画像を生成するには，周辺地図でアイコンを修正する操作 (平均 22.1 秒；被験者の操

作時間を測定)と，メールの送信(平均 13.0 秒；実験で使用した端末にて，写真が 1 枚添付されたメールを

100 通送信した時間の平均)を何度も行う必要がある．本システムでは複数枚の写真と撮影開始位置情報，撮

影終了位置情報を送ることで街並画像を生成できるため，写真の枚数分だけ位置の修正を行う必要がなく，

複数枚の写真を 1つのメールで送信できるため，写真ごとにメールを送信するよりも送信時間が短縮されて

いる(平均 26.5 秒；実験で使用した端末にて，写真が 5枚添付されたメールを 100 通送信した時間の平均)．

一方で，実験後のアンケートより「GPS で現在地を把握するのが難しかった」，「メールの送信に時間がかか

ることが不快だった」といった意見を得たことより，位置修正を補佐する機能を実装することや，メールの

送信時間を短縮することが今後の課題であると考えられる． 

本システムではベクトル地図を用いた補正により，ユーザが設定した位置情報の誤差を改善している．こ

れについて評価を行った．写真が配置されるべき真値は，ベクトル地図(数値地図 2500 : 標準偏差 1.75m 以
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内)と航空写真(Google Maps)を用い，対象の建物がある区画とベクトル地図上の区画を対応させることで算

出し，ユーザが設定した位置との差，ベクトル地図によって補正された位置との差をそれぞれ算出した．結

果，ユーザが設定した位置と真値との差は平均 3.9m，標準偏差 1.8m(母数 30)であるのに対し，ベクトル地

図を用いて設定された位置と真値との差は平均 2.3m，標準偏差 1.6m(母数 30)となり，水平位置誤差精度が

改善されていることが分かる．ただし，このデータはユーザが間違えて設定した位置(修正位置を自分の位置

にしてしまった場合等)を除いたものである．このように，本システムではベクトル地図を用いることで，高

精度の位置修正が可能となり，配置方向の算出，自動付加によって街並画像を生成することが出来る． 

5-3-2 アンケートの結果 
アンケートを分析した結果，実験 1と類似した結果が得られた．  

（１）重複回避 
6 名の被験者(エリア(狭)4 名，エリア(広)1 名)から「他の被験者が撮影している地区の近傍を避けて撮影

した．」，「他の被験者が撮った周辺は，次にその人が撮りに行く可能性があるため避けました．」といった意

見を得た．これらの意見は，被験者がウェブ上の街並画像で他の被験者の撮影状況を確認し，他との重複を

避けたことを示しており，コンテンツ生成状況を確認できる機能が，重複回避に有効であったことが分かる． 

（３）競争心 
「自分にとって行きやすい場所が先に撮られないか気になった」といった意見を 4 名の被験者(エリア

(狭)3 名，エリア(広)1 名)から得た．これらの意見は，狭いエリアで撮影を行った被験者から多く得られた．

実験 1の第 1フェーズで「焦りを感じた」という意見を得たが，これらの意見も狭いエリアでの撮影が参加

者の競争心を刺激するのに効果的だったことを示している． 

（３）モチベーション 
「途中経過報告で自分のパフォーマンスが他人より明らかに低いことにとても焦りを感じた．」といった意

見を 4名の被験者(エリア(狭)2 名，エリア(広)2 名)から得た．また，「写真の質が他の参加者よりも劣って

いるといやだったので，どんな写真になっているか確認した」といった意見を 2名の被験者から(エリア(狭)，

エリア(広)各 1名)得た．これらの意見は，撮影効率や街並画像のクオリティなどの他者の撮影状況が，撮影

に関する被験者のモチベーションを向上させたことを示している． 

（４）シチュエーション 
13 名の被験者(エリア(広)7 名，エリア(狭)6 名)から「夕方は逆光にならないような方向で写真を撮りま

した．」，「道路沿いに建物がない場合，遠景がなかなか変わらなかったので苦労しました．」といった撮影に

適した状況，適さない状況についてのコメントを得た．これらの情報を共有することで，コンテンツ収集を

妨げる要因を軽減できると考えられる． 

5-3-3 議論 
今回の実験では，被験者はウェブ上で街並画像を確認した．その際，「他の被験者が撮った周辺は，次にそ

の人が撮りに行く可能性があるため避けました．」という意見より，今までの撮影状況から他の被験者の撮影

予定をある程度予測することが出来たと考えられる．一方，メーリングリストを用いた場合，実験 1のメッ

セージログの項で示したように，撮影を予定していた箇所を現場にて変更する行動が見られた．これは現場

で最新のコンテンツ生成状況を確認できたためだと考えられる．これらのことから，メーリングリストは他

の被験者のこれからの予定，現在の撮影状況を報告するために使われ，ウェブ上で街並画像を閲覧できる機

能は，過去の撮影状況と，過去の撮影状況から推測される他の被験者の今後の予定を確認するのに有効であ

ったことがわかる． 

6 考察 

6-1 地理的 UGC に必要な要素について 
2 つの実験で示唆された地理的コンテンツの収集に有効な機能について議論する． 

（１）コンテンツ生成状況の提示機能 
地理的 UGC システムに適合したコラボレーション支援機能として，コンテンツを生成するエリアの重複を

避ける機能が考えられる．実験 1では，コンテンツの生成状況をメーリングリストで他の被験者に報告する

ことで，被験者同士の重複が回避された．実験 2ではウェブの地図上でコンテンツ生成状況を確認する機能

が重複回避に有効であった．これによりコラボレーション支援として，既にコンテンツが生成されたエリア，

現在コンテンツが生成中，もしくは生成予定のエリア，まだ誰も手をつけていないエリアの情報を参加者に

提示する機能が有効であることが分かった． 
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（２）参加ユーザの達成度提示機能 
実験 1では，他のユーザの行動を報告するとユーザのモチベーションを向上できることが示唆され，実験

2 でも，他のユーザの行動が，コンテンツ生成に関するユーザのモチベーションを向上させたことが分かっ

た．これより，他のユーザの過去の達成内容，現在の進行状況，これからの生成予定を提示する機能が，ユ

ーザのモチベーションを向上させるのに有効であるということが示された． 

（３）コンテンツ生成に適した場所，時間等の情報共有機能 
2 つの実験において，アンケート結果のシチュエーションの項で述べたように，「この場所やこの時間帯が

作りやすい」という情報の共有が，地理的コンテンツの生成を阻害する要因を軽減する効果があると考えら

れる．このような知識共有の手段として，既存の地理的 UGC[1,2,7]を利用することも有効だと考えられる． 

（４）ゲーム的要素をもった機能 
実験 1のシステムログと 2つの実験のアンケート結果より，ユーザ間の競争を支援することが地理的コン

テンツの収集に効果的であると示された．具体的には，コンテンツを収集できるエリアを限定するなど，参

加者同士で競争するようなゲーム的要素をもった機能が有効だと考えられる． 

7 おわりに 

地理的 UGC の収集に効果的な手法を明らかにするため，地理的コンテンツを収集する際のユーザ間のコラ

ボレーションを分析し，評価を行うこととした．また，そのために必要な地理的 UGC システムとして街並画

像を生成できるシステム QyoroView の開発を行った． 

開発したシステムを用いた 2つの実験において，被験者間のコラボレーションを分析した結果，地理的コ

ンテンツの収集に適合したいくつかのコラボレーション支援機能が確認された．具体的には，近くにいるユ

ーザ同士でこれからの予定，現在の進行状況，これまでの達成内容を共有する手法がユーザのモチベーショ

ンを刺激し，各ユーザの行動を調整するのに効果的であることが分かった．また，コンテンツを生成するの

に適した時間，状況，場所等の情報を共有する手法が，コンテンツの生成を阻害する要因を軽減するのに有

効であるという示唆が得られた． 
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